
九
州
共
立
大
学
生
を

ガ
イ
ド

３
月
14
日
に
、
九
州
共
立

大
学
の
学
生
さ
ん
た
ち
を
案

内
し
ま
し
た
。

カ
ナ
ダ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
や

龍
王
神
社
、
ア
メ
リ
カ
村
バ

ス
停
な
ど
、
小
三
尾
の
中
を

巡
り
ま
し
た
。
勿
論
密
を
避

け
る
た
め
に
１
グ
ル
ー
プ
3

人
ま
で
、
話
す
と
き
は
対
面

に
な
ら
な
い
、
１
メ
ー
ト
ル

以
上
距
離
を
あ
け
る
な
ど
、

感
染
対
策
も
徹
底
し
ま
し
た
。

二
期
生
は
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
交
流
と
い
え
ば
オ
ン
ラ
イ

ン
ば
か
り
で
、
直
接
話
す
の

は
初
め
て
で
す
。
最
初
は
ち
ょ
っ

と
緊
張
気
味
で
し
た
。
で
も

歩
い
て
い
る
う
ち
に
だ
ん
だ

ん
と
会
話
も
弾
み
だ
し
、
終

わ
る
頃
に
は
す
っ
か
り
打
ち

解
け
て
い
ま
し
た
。

自
分
た
ち
の
町
や
地
域
を

遠
く
か
ら
来
た
人
に
紹
介
す

る
、
そ
れ
は
簡
単
な
こ
と
で

は
な
い
け
れ
ど
、
だ
か
ら
こ

そ
こ
の
経
験
が
ジ
ュ
ニ
ア
た

ち
を
一
回
り
成
長
さ
せ
て
く

れ
た
よ
う
で
す
。報告

出
石

京
都
外
大
生
と
交
流

３
月
21
日
は
、
地
域
体
験

活
動
で
三
尾
に
２
週
間
滞
在

し
て
い
た
京
都
外
国
語
大
学

グ
ロ
ー
バ
ル
観
光
学
科
の
大

学
生
10
名
が
授
業
に
来
ら
れ
、

交
流
し
ま
し
た
。

前
半
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自

己
紹
介
を
し
た
後
に
、
ジ
ュ

ニ
ア
た
ち
が
、
ス
ク
リ
ー
ン

に
映
し
だ
さ
れ
た
三
尾
の
名

所
を
紹
介
し
ま
し
た
。

後
半
は
、
４
班
に
分
か
れ
、

大
学
生
と
直
接
、
話
を
す
る

時
間
を
持
ち
ま
し
た
。
ジ
ュ

ニ
ア
か
ら
は
、
大
学
生
に
対

し
て
「
な
ぜ
観
光
学
科
を
選

ん
だ
の
か
？
」
「
何
が
学
べ
、

将
来
ど
の
よ
う
な
仕
事
に
就

き
た
い
の
か
」
な
ど
の
質
問

が
。
交
流
を
終
え
、
ジ
ュ
ニ

ア
か
ら
は
「
観
光
学
科
に
通
っ

て
い
る
方
の
夢
を
聞
い
た
り

し
て
、
夢
が
あ
る
っ
て
め
っ

ち
ゃ
い
い
な
。
私
も
夢
が
あ

る
の
で
、
そ
こ
に
向
か
っ
て

頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
」

と
感
想
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

経
験
を
重
ね
る
ご
と
に
力

が
身
に
付
い
て
い
る
の
を
見

て
い
て
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、

普
段
交
流
し
え
な
い
地
域
や

年
齢
の
人
た
ち
と
の
対
話
に

よ
り
、
考
え
方
も
広
ま
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

報
告

三
尾

後
磯
へ
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

４
月
11
日
は
、
万
葉
集
に

も
出
て
く
る
「
久
米
の
岩
屋
」

を
観
に
、
後
磯
（
う
し
ろ
そ
）

に
出
掛
け
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
天
気
も
良
く

大
潮
で
景
色
も
最
高
で
し
た
。

昨
年
９
月
は
、
松
永
渡
船

さ
ん
に
船
を
出
し
て
い
た
だ

き
、
海
上
か
ら
「
久
米
の
岩

屋
」
（
第
２
号
参
照
）
を
観

ま
し
た
。
し
か
し
、
目
の
前

で
観
る
と
さ
ら
に
雄
大
で
、

第 ５号 語 り 部 だ よ り ２０２１年 ５月 10日

語
り
部
だ
よ
り

４月２日、ケリーは故郷のカナ
ダへ帰国しました。3月28日には、
ケリーの最後の授業で送別会を行
いました。
私達にとって、三尾にルーツ

を持つケリーが、美浜町で語り部ジュニアの活動
に関わってくれたことは、運命のようでした。ジュ
ニア達もケリーからたくさんのことを学びました。
日系家庭で育った彼女の話は、カナダ移民の歴
史について学ぶ私達にとって、どれも貴重でした。
三尾とカナダをつなぐケリーとの友情を、これか
らも大切にしていきたいです。

ケリーとの出会い、
そしてケリーの活躍
に感謝しています。

語り部ジュニア
講師一同

発行
NPO法人

日ノ岬・アメリカ村
語り部部会

Ｌｅｔ’ｓ ＫATARIBE

〒644-0045
美浜町三尾778
旧三尾小学校内

ＴＥＬ：0738-20-9015
ＵＲＬ：americamura.

wakayama.jp

授
業
風
景

壁画前でガイドするジュニア

共立大学生５名と記念撮影

とても楽しい時間を過ごしました

趣味の話で盛り上がってます

送別会にて

プレゼントに感激！



迫
力
は
違
い
ま
す
。

ま
た
、
さ
ら
に
東
側
に
あ

る
「
く
ぐ
り
穴
」
の
中
に
も

入
り
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
見

え
る
外
の
景
色
は
美
し
く
、

波
の
音
だ
け
が
聞
こ
え
る
神

秘
的
な
と
こ
ろ
で
し
た
。

ジ
ュ
ニ
ア
か
ら
は
、
「
し

ん
ど
か
っ
た
け
ど
、
普
段
行

く
こ
と
が
な
い
と
こ
ろ
で
、

め
っ
ち
ゃ
楽
し
か
っ
た
」
な

ど
感
想
が
で
て
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
和
歌
山
市
Ａ

Ｌ
Ｔ
の
ラ
リ
ー
さ
ん
も
授
業

の
見
学
に
来
ら
れ
、
一
緒
に

参
加
。
「
今
日
の
遠
足
は
予

想
し
て
い
な
か
っ
た
。
着
い

た
ら
ス
ッ
キ
リ
。
Ｉ

ｅ
ｎ

ｊ
ｏ
ｙ
ｅ
ｄ
（
楽
し
か
っ
た
）
」

と
一
緒
に
楽
し
ん
で
く
れ
て

い
た
様
子
で
し
た
。

報
告

三
尾

第 ５号 語 り 部 だ よ り ２０２１年 ５月 10日

６月１５日前後になると、大
賀池に見事な蓮が咲き始め
ます。この蓮は「大賀蓮」と
言って、「二千年ハス」とも
いわれる古代ハスです。

大賀蓮の実は、大賀一郎
博士によって、1956年（昭和
26）に、千葉市検見川の東
京大学厚生農場にある遺跡
から、苦心の末に発掘され
ました。その発掘には、たく
さんの協力者と約一か月を

要し、見つかった3粒のハス
の実のうち、順調に育った
のは1粒のみでした。

なぜ、そのような蓮が日
ノ岬の麓にあるのか不思議
ですよね？それは、美浜町
が、大賀博士の弟子であっ
た阪本祐二氏（御坊市）の
斡旋により分根を受け、日ノ
岬パークの観光の目玉の一
つとしたからです。
二千年前の人達も、この蓮
を眺めていたことでしょう。

大賀蓮

授業では、歴史を担当して

いる三尾雅信と申します。

僕は、高校を卒業す

るまでは三尾で育ち、

県外に就職後、28年を

経て4年前に和歌山へ

帰ってきました。

しかし、三尾に家はなく、

現在は和田で住んでいます。

帰ってきて間もないとき、

懐かしみながら三尾の集落を

歩いていました。人を見かけ

ることが少なく、草が背丈ほ

どに生い茂り、今にも崩れそ

うな空き家を眺めていると、

胸が締め付けられるような寂

しさを感じました。僕が子ど

もの頃に育った当時と違い、

三尾地区自身に活気がな

くなっているように感じ

ました。

何とかしたいと思いつ

つも、一人では大したこ

ともできないと思い悩んで

いたところ、語り部講師の吉

川先生から誘いを受けました。

まず、自分自身ができるこ

とから始めようと思いました。

これからも、宜しくお願い

します。

公
開
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
「
移
民

で
つ
な
が
る

Ｖ
Ｏ
Ｌ
．
３
」

３
月
27
日(
土
）
に
、
第
三
回

目
の
講
座
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

１
部
目
は
、
京
都
外
国
語
大
学
外

国
語
学
部
４
年
生
の
松
浦
千
夏
さ
ん
と

長
谷
川
晴
子
さ
ん
に
よ
る
「
水
田
治
司

氏
の
生
涯
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
お
話
で

し
た
。
カ
ナ
ダ
で
生
ま
れ
、
幼
少
期
か

ら
高
校
卒
業
ま
で
を
三
尾
で
過
ご
し
、

22
歳
の
時
に
カ
ナ
ダ
へ
戻
っ
た
帰
加
２

世
で
あ
る
水
田
氏
へ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
に
基
づ
く
卒
業
研
究
の
成

果
発
表
で
し
た
。

２
部
目
は
、
河
原
典
史
先
生
（
立
命

館
大
学
教
授
）
に
よ
る
「
カ
ナ
ダ
日
本

人
移
民
史
に
お
け
る
三
尾
出
身
者
の
再

発
見❘

『
カ
ナ
ダ
に
お
け
る
日
本
人
水

産
移
民
の
歴
史
地
理
学
研
究
』
の
執
筆

に
あ
た
っ
て❘

」
を
テ
ー
マ
に
、
お
話

が
あ
り
ま
し
た
。
お
話
か
ら
は
、
ス
テ
ィ
ー

ブ
ス
ト
ン
だ
け
で
な
く
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー

島
な
ど
で
の
日
系
漁
師
の
活
躍
と
苦
難

の
歴
史
が
、
手
に
取
る
よ
う
に
わ
か
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

編
集
後
記

一
昨
年
、
西
山
登
山
口
近

く
に
あ
る
「
忠
魂
碑
」
を
探

し
に
行
っ
た
と
き
、
笹
な
ど

に
覆
わ
れ
荒
れ
て
い
た
の
で

驚
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
今

年
行
く
と
、
有
志
の
方
が
伐

採
し
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。

今
は
、
「
防
空
監
視
所
跡
」

も
展
望
を
良
く
す
る
た
め
に

伐
採
を
始
め
て
く
れ
て
い
ま

す
。
色
ん
な
方
の
お
力
に
、

感
謝
す
る
ば
か
り
で
す
。

美しいピンク色の花を咲かせます

日
ノ
岬
か
ら
三
尾
を
望
む

３
月
31
日
撮
影

「久米の岩屋」前で記念撮影

大賀蓮記念碑


